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米国の大規模研究・
人種や民族は遺伝的祖先と一致し
ない
米国の人々が自己申告する人種や民族は、必ずしも遺伝

的祖先と一致するわけではない。これは、米国国立衛生

研究所（NIH）の遺伝学と健康に関する旗艦プロジェク
トである「All of Us Research Program」に参加して
いる人々の祖先を分析した新たな論文の結論である。こ

のプログラムは、全米の人々から100万人分のゲノムを
解読することに取り組んでいる。「The American
Journal of Human Genetics」誌に掲載されたこの新た
な知見は、研究者が研究において人種カテゴリーから祖

先カテゴリーへと移行する中で、遺伝子データベースが

科学者が集団間の健康格差をより深く理解する上で役立

つ。



一部の遺伝学者は、祖先が世界のどの地域から来たかによ

って生じる遺伝的差異である祖先を用いて、それらの差異

を説明することを主張してきました。しかしながら、遺伝

学研究においてどのカテゴリーを用いるのが最適か、ある

いはそもそもカテゴリーが必要かどうかさえも、そして自

己申告による人種と民族をどのように最適に見るすべきか

について、研究者たちはまだ結論を下していません。

米国在住の人々のこうしたカテゴリーをより深く理解する

ため、国立ヒトゲノム研究所の遺伝疫学者で科学ディレク

ターのチャールズ・ロティミ氏と同僚らは、All of Us デー
タベースに全ゲノムが登録されている 40 万人以上のうち
のサブセットである 23 万人以上の参加者における約 200
万の遺伝子変異を分析した。

https://www-science-org.translate.goog/content/article/quarter-million-genomes-analyzed-nih-project-hugely-important-identifying-disease-risks?_x_tr_sl=en&_x_tr_tl=ja&_x_tr_hl=pt-BR&_x_tr_pto=wapp
https://www-science-org.translate.goog/content/article/quarter-million-genomes-analyzed-nih-project-hugely-important-identifying-disease-risks?_x_tr_sl=en&_x_tr_tl=ja&_x_tr_hl=pt-BR&_x_tr_pto=wapp


参加者の大半のゲノムは、自己申告の人種や

民族のラベルに基づいて明確に分類できる遺

伝子クラスターに当てはまらず、大陸をまた

ぐ祖先のさまざまな勾配を明らかにしたと研

究チームが本日報告した。たとえば、黒人ま

たはアフリカ系アメリカ人であると自認して

いる人は、アフリカ系とヨーロッパ系の遺伝

子変異の割合が異なっていた。

この複雑さは、人種を自己申告しなかった

人々において特に顕著で、90%以上がヒスパ
ニック系またはラテン系の祖先を報告しまし

た。彼らのDNAは、アフリカ系、ヨーロッパ
系、そしてネイティブアメリカン系の幅広い

混血を示しました。これらの人々の多くは、

米国の特定の人種カテゴリーに自分を当ては

めないかもしれないし、あらゆる人種カテゴ

リーに自分を当てはめることができるかもし

れない、とこの研究に携わったロティミ氏は

サイエンス誌へのメールで述べています。

https://translate.google.com/website?sl=en&tl=ja&hl=pt-BR&client=webapp&u=https://www.cell.com/ajhg/fulltext/S0002-9297(25)00173-9
https://translate.google.com/website?sl=en&tl=ja&hl=pt-BR&client=webapp&u=https://www.cell.com/ajhg/fulltext/S0002-9297(25)00173-9


研究者らはまた、「All of Us」データベースに示された祖先は、世界中の
遺伝子パネルからの広く使用されている他の参照データセット（1000ゲ
ノムプロジェクトや、世界中で過小評価されているグループを含めること

を目的としたシモンズゲノム多様性プロジェクトなど）に見られる祖先と

一致するだけでなく、多様性においてそれを凌駕していることも発見し

た。

「世界の主要人口のほぼすべてが、『私たち全員』に少なくとも数名ずつ

含まれている。これは本当に驚くべきことだ」と、ヴァンダービルト大学

医療センターの人類遺伝学者アレクサンダー・ビック氏は述べている。ビ

ック氏は今回の研究には関わっていない。「これは、アメリカ人がいかに

世界のあらゆる地域から来ているかを示している」と、異なる祖先が健康

に及ぼす影響の理解を複雑化させている。

特定の祖先が健康に与える影響をより深く理解するため、研究チームはア

フリカ系、ヨーロッパ系、アジア系といった大陸のカテゴリーにとらわれ

ず、各大陸のより地域的なカテゴリーのマーカーを用いてデータを分析し

ました。



Methodology
その結果、より狭い祖先カテゴリーは、様々な社会的・環境的要因を調整した後

でも、BMI（ボディマス指数）などの特性と測定可能な関連性を持つことが示さ
れました。例えば、西中央アフリカ系の祖先は高いBMIと関連していたのに対
し、東アフリカ系の祖先は低いBMIと関連しており、しばしば単一のアフリカ系
祖先カテゴリーに分類される、非常に近縁の2つの祖先でさえ、特性に異なる影
響を与える可能性があることが示されました。

この研究結果は、「大陸的な大きなカテゴリーにばかり頼るべきではない。あま

りにも人為的だ」と、ブリガム・アンド・ウィメンズ病院の生命倫理学者アン

ナ・ルイス氏は述べている。同氏は今回の研究には関わっていない。ルイス氏を

はじめとする研究者は、遺伝的変異を祖先組換えグラフで記述することを提案し

ている。祖先組換えグラフは、個体が他の個体と遺伝的にどのようにつながって

おり、DNAがどのように受け継がれてきたかを示している。しかし、今回の論文
の著者らは「何が起こっているかを少し複雑に表現することに成功しており、そ

れこそが私たちに必要なことだ。私たちはニュアンスや複雑さに目を向ける必要

がある」とルイス氏は述べている。

https://www-science-org.translate.goog/doi/full/10.1126/science.abm7530?_x_tr_sl=en&_x_tr_tl=ja&_x_tr_hl=pt-BR&_x_tr_pto=wapp


新たな論文の著者らは、自己申告による人種や民族

は、制度的差別など、健康に影響を与える重要な社会

的・環境的要因を依然として捉えている可能性がある

と述べている。ロティミ氏は、同じ人種や民族のカテ

ゴリーに属すると自己認識している個人間でも、遺伝

的要因や環境的曝露は大きく異なる可能性があると述

べている。
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